Ogura Collection by 小倉 欣一
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
~ 
で
研
究
者
や
学
生
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
ね
、
父
も
喜
一
生
涯
勉
強
を
続
け
た
父
の
寄
贈
し
た
図
書
が
、
今
も
早
稲
田
し
い
も
の
を
買
え
ば
よ
い
、
と
い
う
気
持
を
戒
め
て
い
ま
し
た
。
使
う
よ
う
私
は
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
無
く
な
っ
た
ら
新
で
も
、
躾
に
は
厳
し
い
父
で
し
た
。
ど
ん
な
も
の
で
も
大
切
に
付
け
る
よ
う
な
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
算
書
に
は
、
同
一
書
の
さ
ま
ざ
ま
な
版
も
あ
り
、
日
本
版
と
の
っ
て
、
書
店
に
発
注
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
各
地
の
古
本
屋
を
訪
書
、
天
文
、
暦
法
、
測
量
そ
の
他
、
応
用
諸
部
門
の
書
物
一
三
三
学
教
育
史
』
（
岩
波
書
店
、
二
輯
』
（
同
、
一
九
三
五
、
四
八
年
）
、
『
日
本
の
数
学
』
（
岩
波
新
書
、
九
部
―
―
二
五
九
冊
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
祖
父
金
之
助
は
、
『
数
小
倉
文
庫
は
、
塵
劫
記
を
は
じ
め
と
す
る
和
算
書
、
中
国
算
クヽ
小
洋和倉
漢文
書書庫
一五
九
冊
）
四
八
冊
「
小
倉
文
庫
」
小
倉
欣
と
祖
父
金
之
助
一
九
三
二
年
）
、
『
数
学
史
研
究
、
第
一、
一
九
四
0
年
）
な
ど
の
著
作
に
結
実
し
た
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
れ
、
さ
ら
に
中
国
の
数
学
史
家
李
懺
氏
と
の
交
友
を
深
め
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
収
集
い
た
し
ま
し
た
。
和
算
書
は
、
質
星
の
点
で
日
本
学
士
院
、
東
北
大
学
に
次
ぐ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
み
な
さ
れ
、
中
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文
庫
創
設
者
を
語
る
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
小
学
校
時
代
か
ら
自
然
科
学
に
興
味
を
抱
富
み
活
気
あ
る
商
家
の
実
務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
が
、
生
き
方
私
は
、
祖
父
の
場
合
、
や
は
り
青
年
時
代
の
数
年
間
、
波
瀾
に
八
六
、
八
七
年
）
な
ど
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。
祖
父
は
、
一
八
八
五
年
山
形
県
酒
田
港
の
廻
漕
問
屋
の
長
男
と
う
生
か
す
か
ー
』
（
第
一
、
二
、
三
集
、
教
育
研
究
社
、
一
九
八
五
、
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
小
倉
金
之
助
研
究
会
編
『
小
倉
金
之
助
と
現
代
ー
彼
の
理
論
を
ど
一
般
の
方
々
も
内
容
を
正
確
に
把
握
し
、
利
用
で
き
る
の
は
、
大
、
ナ
ー
』
一
九
八
四
年
十
二
月
号
、
一
九
八
五
年
一
、
こ
、
三
月
号
）
、
一
九
八
一
年
）
も
発
表
さ
れ
、
広
く
館
、
一
九
五
七
年
）
が
作
成
さ
れ
、
後
に
そ
の
比
較
を
可
能
に
す
る
と
の
こ
と
、
別
扱
い
の
欧
文
書
三
四
部
四
八
ー
ド
の
算
術
書
(
-
五
四
0
年
？
）
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
書
物
も
含
ま
く
だ
さ
り
、
雄
松
堂
の
新
田
勇
次
氏
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
と
聞
に
入
念
な
整
理
、
大
学
図
書
館
月
報
』
二
四
九
号
、
「
補
遺
」
（
『
早
稲
田
い
た
た
め
、
家
業
と
学
業
と
の
矛
盾
に
悩
み
、
両
立
可
能
な
数
学
を
選
ん
だ
の
で
し
た
。
東
京
物
理
学
校
を
卒
業
後
、
林
鶴
一
博
士
れ
、
祖
父
へ
の
関
心
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
黒
田
孝
郎
「
小
倉
金
之
助
に
お
け
る
数
学
・
教
育
・
歴
史
」
（
『
数
学
セ
分
類
の
う
え
、
『
小
倉
文
庫
目
録
』
（
早
大
図
書
学
や
日
本
科
学
史
学
会
で
は
、
講
演
会
や
ツ
ソ
ボ
ジ
ウ
ム
が
催
さ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
た
だ
ち
と
め
ら
れ
、
誕
生
百
年
目
を
き
っ
か
け
に
、
母
校
の
東
京
理
科
大
は
、
『
著
作
集
』
全
八
巻
（
勁
草
書
房
、
一
九
七
四
i
七
五
年
）
に
ま
木
純
一
、
平
田
寛
、
洞
富
雄
の
諸
先
生
、
館
員
の
皆
様
が
御
尽
力
大
図
書
館
に
納
め
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
村
千
曳
館
長
、
高
衆
化
を
訴
え
、
庶
民
的
な
科
学
者
と
し
て
一
九
六
二
年
七
十
七
歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
純
粋
な
数
学
論
文
を
除
く
主
要
な
仕
事
れ
て
い
ま
す
。
祖
父
の
旧
蔵
書
が
散
逸
せ
ず
、
一
九
五
六
年
に
早
し
た
後
は
、
新
た
に
数
学
教
育
と
数
学
史
に
取
組
み
、
科
学
の
大
と
な
り
、
大
阪
医
科
大
学
予
科
の
教
授
を
兼
務
し
、
゜
ハ
リ
に
留
学
一
九
二
九
年
四
月
号
）
の
資
料
と
な
っ
た
英
国
の
ロ
バ
ー
ト
・
レ
コ
門
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
新
設
の
塩
見
理
化
学
研
究
所
の
所
員
冊
の
な
か
に
は
、
論
議
を
呼
ん
た
「
算
術
の
社
会
性
」
（
『
改
造
』
、
学
位
を
得
て
職
業
的
数
学
者
と
な
り
ま
し
た
。
微
分
幾
何
学
が
専
の
助
手
と
し
て
東
北
大
学
理
学
部
数
学
教
室
の
創
設
に
参
加
し
、
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挙
行
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
七
年
十
二
月
、
郷
里
の
酒
田
港
を
見
下
ろ
す
日
和
山
公
園
の
「
文
学
の
散
歩
道
」
に
、
歌
碑
と
し
て
刻
ま
れ
、
翌
年
二
月
除
幕
式
が
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
最
後
の
も
の
は
、
一
九
八
山
王
の
祭
り
も
近
き
ふ
る
さ
と
の
さ
つ
き
五
月
若
葉
の
か
ぐ
は
し
き
か
な
郷
里
の
ひ
と
に
氏
の
作
品
に
接
し
、
自
分
で
も
短
歌
を
つ
く
り
は
じ
め
ま
し
た
。
唇
を
吸
ひ
つ
つ
喜
寿
を
忘
れ
む
り
ま
し
た
が
、
内
灘
の
軍
事
基
地
反
対
闘
争
を
歌
っ
た
芦
田
高
子
春
は
来
ぬ
く
れ
な
ゐ
匂
ふ
ッ
ク
ラ
メ
ソ
の
祖
父
は
、
文
学
を
好
み
、
歌
人
で
は
若
山
牧
水
の
愛
読
者
で
あ
n
o
 
力
マ
ル
ク
ス
逝
け
る
三
月
十
四
日
青
年
」
や
「
情
熱
の
人
」
を
感
じ
さ
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
け
ふ
こ
の
日
ア
イ
ン
ツ
ュ
タ
イ
ソ
生
れ
い
で
秘
密
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
「
若
々
し
い
誕
生
日
に
戦
い
ー
に
あ
っ
て
も
決
し
て
挫
け
ず
、
自
己
を
貫
ぬ
き
通
し
た
困
難
な
戦
い
ー
ー
＇
封
建
的
家
族
制
度
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
病
苦
と
の
任
務
」
を
説
け
る
晩
秋
を
お
も
ふ
面
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
生
を
通
じ
て
の
三
つ
の
ニ
・
ニ
六
の
嵐
の
の
ち
に
「
科
学
者
の
ア
リ
ス
ト
（
理
想
主
義
者
）
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
あ
っ
た
花
は
匂
へ
ど
わ
れ
ら
の
祖
国
は
っ
た
と
い
え
そ
う
で
す
。
し
か
し
同
時
に
、
す
ぐ
れ
て
ア
イ
デ
ィ
桃
さ
く
ら
椿
や
ま
ぶ
き
木
蓮
と
体
得
し
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
祖
父
は
、
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
独
立
心
と
行
動
力
と
を
学
び
、
か
つ
ま
た
明
治
人
の
反
骨
精
神
を
芦
田
高
子
の
「
内
灘
の
た
た
か
ひ
」
を
決
定
し
た
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
何
よ
り
も
、
進
取
の
気
象
と
老
病
の
わ
れ
も
ス
ク
ラ
ム
組
ま
む
か
な
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